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節
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性
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女
別
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計
測 

第
八
•
ニ
節
仮
説
の
検
証
と
今
後
の
問
題

目

次

：

は
じ
め
に

第

六

章

農

業

所

得

造

出

函

数

.

第
六•

一

節

.
農
業
費
用
概
念
の
.吟
味 

第
プ
• 
ニ
節
農
業
費
用
概
念
を
含
む
主
体
労
働
供
給
の
■理 

. 

論
模
型
' .

第
六•

三

節

理

論

図

式

の

具

，体
化
に
伴
ぅ
問
題
点 

•第
六
•
四

節

農

業(

所
得)

生
産
函
数
の
計
測 

第
七
章
男
女
主
体
グ
ル
ー
プ
の
労
働
供
給
行
動

は

じ

め

に

前
稿
.の
分
析
で
は
、
農
家
家
計
構
成
員
が
自
家
農
業
労
働
、

非
自
家
農
業
雇
用
労
働
、

余

暇

(

非
就
業)

の
三
者
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
i
択 

を
お
こ
な
う
か
を
説
明
す
る
主
体
労
働
供
給
の
仮
説
模
型
を
提
案
し
た
。
仮
説
さ
れ
た
理
論
模
型
は
、
結
局
、
二
つ
の
均
衡
方
程
式
で
示
さ
れ
る 

均
衡
体
系
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
い
た
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
均
衡
体
系
は
、

所
得

•
余
麗
好
場
に
お
け
る
限
界
代
替
率(
労
働
と
所 

得
の
限
界
効
州
の
比)

が
外
部
雇
用
.賃
金
率
に
均
等
す
る
こ
と
を
示
す
第
一
均
衡
方
程
式
と
自
家
農
業
の
限
界
生
産
力
と
外
部
雇
用
の
賃
金
率
が
均 

衡
す
る
こ
と
を
示
す
第
二
均
衡
方
程
式
の
ニ
つ
：の
均
衡
方
程
式
か
ら
な
っ
て
い
る
。

前
稿
で
は
、

現
実
.に
議
さ
れ
る
農
證
産
の
投
入
産
出 

関
係
か
ら
主
体
の
生
産
力
曲
線
を
計
測
し
、
こ
の
曲
線
上
に
第
一
一
の
均
衡
点
を
見
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
理
論
的
賃
金
率
を
算
出
し
、
こ
れ
を
用
、，
 

て
、
第
一
の
均
衡
点
を
見
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
得
余
暇
選
好
證
の
パ
ラ
メ
f

を
統
計
的
に
測
定
す
る
こ
と
を
実
際
に
試
み
た
わ
け
で
あ 

る
。

更)

に
、
前
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
均
衡
点
の
軌
跡
と
し
て
赍
働

供
給
ス
ヶ
ジ
ュ
I
ル
を
導
出
し
、
計
測
さ
れ
た
パ
ラ
メ
タ

I

を
用
い
て
、
農
家 

家
S

成
年
男
子
グ
ル
丨
プ
の
主
体
労
働
供
給
ス
ヶ
ジ
ュ
丨
：ル
を
経
験
的
に
計
測
し
た
。
そ
の
結
果
、
農
家
家
計
の
努
子
主
体
グ
ル
丨
プ
は
自
己
'
 

の

農

業

S

収
益)

生
産
力
曲
線
が
一
定
^
あ
れ
ば
、
農
外
雇
用
の
側
か
ら
提
示
さ
れ
る
賃
金
率
が
高
い
ほ
ど
農
外
雇
用
労
働
お
よ
び
自
囊
業 

兔
働
のk

者
に
從
事
す
る
.時
間
を
同
時
的
に
減
じ
つ
つ
、
全
体
と
し
て
の
所
得
額
を
ほ
ぼ
.一
定
に
保
つ
よ
う
に
行
動
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま 

た
、
同
じ
外
部
賃
金
率
の
下
で
は
、
' 
小

規

模

農

家

は

農

外

雇

用

へ

の

.労

働

供

給

時
間

(

兼
業
労
働)

.が
相
対
的
に
大
き
く
、

大
規
模
農
家
で
は
自 

家

農

業

へ

の

労

r
時
辟
力
相
対
的
に
大
き
い
と
い
う
現
象
が
"
供
給
ス
ヶ
ジ
ュ
丨

ル
の
変
位
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
更
に
供
給
ス
ヶ
ジ
ュ
丨
 

ル
の
変
位
は
主
体
の
農
業
生
産
カ
肋
線
の
変
位
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
実
証
的
に
確
認
さ
^
た
。
.

以
上
の
分
析
で
農
家
を
構
成
す
る
成
年
男
子
グ
ル
ー
プ
.の
.労
働
供
給
行
動
の
基
本
的
な
原
理
は
解
明
さ
れ
た
と
思
う
。
け
れ
ど
も
、
少
な
く 

と
も
三
つ
の
大
き
な
問
題
が
あ
と
に
残
さ
れ
た
。
第
一
に
は
麝
家
の
自
家
農
業
経
営
主
体
と
し
ズ
の
侧
而
、：

と
り
わ
け
生
産
費
用
の
：概
念
を
不
诏
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に
付
し
て
い
た
点
で
あ
る
チ
第
-
に

-^
労
働
供
給
の
主
体
を
め
の
よ
う
な
次
无
で
と
ら
え
る
の
が
よ
い
か
、
ま
た
各
主
体
の
行
動
が
相
互
に
'独 

立
で
あ
る
と
す
る
の
が
よ
い
か
、"
あ
る
い
は
何
等
か
.の
依
存
関
係
に
あ
る
と
.す
る
の
が
よ
い
か
と
い
う
問
;€
が

あ

る

。
.
.
第
一
一
一
に
は
我
々
が
反
説
し 

て
い
る
理
論
模
型
と
そ
れ
か
ら
導
出
さ
れ
る
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル
の
妥
当
性
を
現
実
に
照
ら
し
て
検
証
す
る
方
法
が
用
意
さ
れ
な
け
れ
ゴ
な
ら
な
ハ
。

本
稿
は
、

こ
れ
.̂
の
残
さ
れ
た
諸
問
題
を
吟
味
し
て
幾
つ
か
の
具
体
的
な
第j

一
次
接
近
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
.れ
故
、
前
稿
で 

'月
い
た
用
語
.
記

号

ど

r
稿
で
.展
開
し
.た
a
論
図
式
を
•そ
.
.の
ま
ま
使
用
す>0。

従
っ
て
本
稿
..で
は
.、：
.改
め
：て
こ
.れ
ら
を
説
明
す
る
.こ
と
を
省
 ̂

す
る
の
で
’

前
稿
に
引
き
続
い
て
、

ま
.た
は
前
稿
を
参
照
し
な
が
ら
本
稿
を
読
ま
れ
る
よ
う
希
望
す
る
。
.

(

前
稿
か
ら
引
き
続
い
て
諌
ま
れ
，る
際
に
、
 

囪
表
、
車
節
等
を
参
照
す
る
便
利
を
考
え
て
、
章
、
節
お
よ
び
図
"
表
の
番
号
は
前
号
が
ら
の
続
き
赉
号
を
用
い
る
。)

.

'
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，

農

業

所

霊

出

證

'

第
六
: *
.

ー
節
農
業
費
用
概
念
の
吟
味

_

‘

•
 

•
 

•

前
稿
の
分
析
で
不
問
に
付
さ
れ
た
第
一
の
点
は
、
農
家
の
自
家
農
業
経
営
活
動
に
お
け
る
生
産
費
用
を
..ど
；の
よ
う
に
あ
つ
か
う
か
と
い
う
点
で 

あ
る
。
農
家
家
計
は
、

一
方
で
自
家
農
業
経
営
を
お
こ
な
う
為
に
家
，計
構
成
員
の
労
働
力
の
一
部
を
投
下
し
、
同
時
に
ー
方
で
は
非
自
家
農
業
-1 

用
ぺ
の
労
働
供
給
源
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
い
う
一
一
つ
の
面
を
持
っ
て
居
る
。
自
家
農
業
経
営
主
体
と
し
て
の
性
格
と
労
働
供
給
主
体
と
し 

て
の
性
格
の
二
つ
は
、
相
互
に
裏
に
他
を
規
制
し
合
っ
て
居
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
ニ
.つ
の
面
が
同
時
に
理
論
模
型
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ 

'と
が
望
ま
し
い
。

農
家
が
そ
の
労
働
力
の
一
部
を
投
下
し
て
自
家
農
業
生
産
活
動
を
お
こ
な
う
時
、.
当
然
、
動
力
費
、
畜
力
費
、
種
苗
費
、
肥
料
費
、
農
薬
費
、

類
料
*

建
物
減
假
傲
却
費
、
地
代
等
の
費
用
が
か
か
る
。

一
般
に
企
業
経
営
に
関
す
る
微
視
的
均
衡
理
論
で
は
、

こ
れ
ら
の
®
弔
は
利
潤
極
大

化
あ
る
い
は
費
用
極
小
化
と
い
っ
た
何
等
か
の
ゲ
ィ
ン
極
大
化
問
題
の
解
と
し
て
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
研
究
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
農
家
家
計
も 

ま
た
、

一
方
で
経
営
主
体
と
し

て

の

性
格
を
持
っ
た
主
体
で
あ
る
以
上
、
そ

の

生
産
費
用
を
主
体
行
動
.の
均
衡
模
型
の
一
部
と
し
て
組
み
込
む
こ 

と
が
望
ま
し
い
。

し
か
る
に
、
前
稿
ま
で
の
分
.析
で
は
、
第
一
次
近
似
と
.し
て
、
費
用
は
全
く
無
視
さ
れ
て
い
た
。
言
い
.換

え

れ

ば

、
.
^
家

の

粗

農

業

収

益

と

農 

業
所
得
と
が
同
一
視
さ
れ
て
居
た
。
即
ち
、
農
家
所
得
は
次
の
よ
う
な
構
成
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。

f

農
業
粗
収
益=

農
業
所
得 

'

農
家
所
得

I

農
外
所
得

そ
れ
故
、

前
稿
で
計
測
し
た
生
産
函
数(

第
二
表)

は
厳
密
に
は
農
業
粗
収
益
生
産
函
数
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
生
産
函
数
か
ら
導
出
さ
ル
た 

農
業
所
得
造
出
函
数(

第
三
表)

は
厳
密
に
ば
農
業
費
用
を
も
含
む
農
業
収
益
造
出
函
数
で
あ
る
。

農
業
生
産
に
お
け
る
投
入
•
産
出
の
技
術
的 

な
関
係
を
と
ら
え
る
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
の
と
ら
え
方
で
よ
い
わ
け
で
あ
る
。

：
.

け
れ
ど
も
、
以
上
の
吟
味
で
明
ら
か
'^
よ
う
に
、
今
や
農
家
の
所
得
は
次
の
よ
う
な
構
成
を
持
つ
も
の
と
し
て
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0
-
 

♦
 
I
 
n
 
K
 
n
 

1
 
<1
 
i
 
n
 
I
 
I
 
n
 
d
 
n
 
K
 

^
 
J

一
農
業
費
用
一 

一

f

-
-
-
-
-t

^
ri
i

農

業

粗

収

益一
.

十

r 

,

一
農
業
所
得j 

i 

,

:

I

m
家

所

得

+-
-

-

-

-

-

-

-

-

-

-
-

-

-

-

-

-

」

I 

(

農
外
所
得I

丨
丨
-
線
の
中
は
農
家
の
経
営
主
体
と
し
て
の
面
に
か
か
わ
る
.も
の

で
あ

り

…
…

線

の

中

は

農

家©.
家

計

と
し
て
の
側
面
に

か
か
わ
る
も
.の
で
あ 

る
。
農
業
所
得
は
こ
の
ニ
つ
の
伽
面
の
両
方
に
同
時
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
理
解
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
農
家 

家
計
の
持
つ
経
営
主
体
と
労
働
供
給
主
体
の
一
一
つ
の
性
格
が
同
時
的
に
追
求
さ
れ
る
よ
う
な
均
衡
模
型
の
必
要
性
が
理
解
さ
れ
る
と
思
う
。

-:
シ

農

家

家

計

構

诚

員

：

の

労

働

供

給

：
ス

ヶ

ジ

：
ュ

|

ル

：
0)

- 

.
•

'

.

.'

.'
-E
1
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一
一

6
1
1
1
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-

そ
れ
で
は
.
、
：我
：々

の
理
論
模
型
に
農
家
の
農
業
費
用
の
概
念
を
組
み
込
む
と
す
れ
ば
、：
ど
の
よ
う
な
一
般

的

図

式

が

考

え

ら

れ

るで
あ
ろ
う 

か
.

以
下
そ
れ
を
吟
味
す
る
-£

と
に
し
よ
う
。
問
題
を
単
純
化
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
農
家
家
計
を
想
定
す
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 

2

農
家
は
1

、2

、:,:
,

..
'

饥
の
饥
種
類
.
の
作
物
を
耕
作
し
て
い
る
。
■

'

(b
)

m

種
類
の
作
物
め
い
ず
れ
を
ど
れ
だ
け
耕
作
す
る
か
の
ゥ

H

ィ
ト
は
、
各
作
物
の
生
産
物
の
市
場
価
格
体
系
と
気
庚
、
風
土
等
の
条
件
と 

で
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
こ
て
で
は
そ
れ
ら
の
条
件
が
所
与
で
、
耕
作
品
目
ゥ

H

ィ
ト
は
既
知
の
も
の
と
す
る
。

W

耕
作
品
目
1

、
2

、.…
…

、
m

の
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
物
の
市
場
価
格
は
、
個
々
の
農
家
に
.

と
っ
て
所
与
で
あ
る
。
こ
の
価
格
体
系
t
 

p

ご 

?

.

.

.

.

,
6
m

で
あ
る
。

:
(d
)

耕
作
品
目
1

、2
、…

…

、
机
は
そ
れ
ぞ
れ
労
働
と
投
入
要
素(

ベ
ク
ト
ル)

〔 K

し
，〔 K

J
,
…
…
，
〔 K
J

が
投
入
さ
れ
て
は
じ
め
て
生
産
が 

可
能
と
な
る
。

投
入
要
素〔

K
J

の
値
格
は
«-
—l

^

J
な
る
ベ
ク
ト
ル
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
が
、
こ
の
体
系
も
ま
た
個
々
の
農
家
に
.
と
っ
て
は
、
市
場
^
ら
与
え 

ら
れ
て
い
る
。
 

’ 

:

(f
)

耕
作
品
目
1

、2

、…
…

、
m

の
耕
作
に
あ
た
っ
て
は
、
農
家
は
農
業
日
雇
い
等
の
外
部
労
働
力
を
も
使
用
す
る
。
こ
れ
ら
の
外
部
か
ら
雇

し
入
れ
る
農
業
臨
時
雇
I

の
賃
金
体
系
は
、
性
、
' 

年
齢
ご
と
に
労
働
市
場
か
ら
与
え
ら
れ
て
、
個
々
の
農
家
に
と
っ
て
は
や
は
り
所
与
で
あ 

る
。
 

.

ド

農

家

は

裏

の

構

賣

の

労

働

力

を

裏

農

業

だ

け

で

な

く

、
非

梟

農

麗

用

に

も

供

給

す

る

。
そ
の
賃
金
率
は
、
性

•
年
齡
に
よ
る

'■

違
い
に
よ
つ
て
労
働
市
場
か
ら
与
え
ら
れ
る
所
与
の
体
系
で
あ
る
。
M
一
 

#

…
…
「

さ
。

(h
)

農

-^
構
成
員
は
、
主
体
グ
ル
ー
プ
ご
と
に(

た
と
え
ば
性
•
年
齢
グ
ル
ー
ブ
ご
と
に)

そ
れ
ぞ
れ
の
ゲ
ィ
ン
フ
ァ
ン
ク
シ
ヨ
ン
を
持
つ
C

、，
 

る 

0

.

S

農
家
の
所
得Y

は

、

自
家
農
業
所
得
Y

&
と
農
外
所
得
づ
の
和
で
あ
る
。

以
丄
九
項
'@
で
矛
.さ

れ

る

性

質

を

持

つ

た

農

家

の

労

働

供

給

の

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
次
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
•

.
讀

は

、
耕

作

音

H

2

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
投
入
•
産
出
の
技
術
的
な
関
係
を
示
す
生
産
麗
に
直
面
し
て
い
る
。
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が
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K
s
l
y
r
)

.
の
s
は
彩
作
品
目
1
、
2
、
.

.
、
肌
の
生
産
量
を
あ
ら
わ
し
、
！̂

は
品
目
§
の
生
産
に
投
入
さ
れ
る
第
?1
主

体

(

た
と
え
ば
性
•
年
齢

別)

グ
ル
丨
プ
の
労
働
投
入
時
間
を
あ
ら
わ
し
、K

ョ
は
第
1

目
の
耕
作
に
投
入
さ
れ
る
投
入
要
素
財
の
量
の
ベ
ク
ト
ル
表
示
で
あ
り(

あ
る
い 

は
简
雄
の
は
に
ー
種
類
ー
生
産
要
素
の
み
が
投
入
さ
れ
る
と
考
え
て
も
よ
い)

、
、

は
生
産
函
数Q

目
の
係
数
、、ヘ
ク
ト
.ル
で
あ
る
。

生
産
物Q

i
,
Q
2
、

の
価
格
は
次
の
よ
う
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。

(6 *
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p
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ま
た
農
業
臨
時
履
い
の
賃
金
体
系
は
次
の
よ
う
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
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6
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养

募
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〔w
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•

A

は
第
，

.

(

性

.
年
齢)

グ
ル
丨
プ
の
賃
金
率
を
示
す
。
投
入
要
素
財
べ
タ
ト
ル
S

に
対
応
し
て
投
入
財
の
to
格
べ
タ
ト
ル
が
与
え
ら
れ
て 

'い
.る
，

■

.

し
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上
.

の
条
件
か
ら
、
農
家
の
農
家
粗
収
益
、
：
農
業
費
用
お
よ
び
農
業
所
得
の
三
者
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。

.

.(
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.
5
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農
業
粗
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益
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農

謹
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て
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M

H
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X
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/ 
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- 
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故
に
農
業
所
得
は
、

：

.

?
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Y

f

M

p

3

Q

™

丨
M

H

K

3

—

；f
l
f̂:

.

.

.

.

.

.
ノ

 

-

只
ち
.

農
業
所
得
は
総
生
産
假
値
額
か
ら
投
入
し
た
厲
用
労
働
と
投
入
諸
財
の
費
用
を
差
引
ぃ
た
も
の
と
し
て
定
翁
さ
れ
る
。

一
方
農
家
描
成
員
の
中
で
外
部
の
雇
用
機
会
に
応
募
す
る
者
に
対
し
て
は
、

各

(

性
•

年
齢)

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
次
の
よ
う
な
賃
金
体 

示
さ
れ
て
い
る
。

(
6
.
8
)
〔

黑

，

.

.

.
•▲n
t
w匕

•

，
そ
れ
故
、
各
主
体
グ
ルー

プ
が
稼
得
す
る
農
外
所
得
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。

(
6

 • 

9
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rf
=

4

tr

•

. ^
"
^
•
L
l
.

y
v 
序

h
r

農
家
全
体
と
し
て
の
農
外
所
得
は
、

か

(
6
*

 

1
0

) 

Y

f

M義

•
L
h

か
く
.
し
て
農
家
の
総
所
得
Y

は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。
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十
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'

い
ま
、
農
家
を
構
成
す
る
各
主
体
は
、.
自
己
の
■労
働
時
間

(
6

 

ニ
 2

)

r

=

L

+

I

4

 

と
そ
れ
以
外
の
各
主
体
の
労
働
時
間 

(
6

 

ニ
 3

)

r

=

L

+

L

J

 

0

.

朴
0

お
よ
び
農
家
所
得
Y

に
関
し
て
何
等
か
の
ゲ
イ
ン
を
極
大
化
し
よ
う
と
す
る
。
各
々
の
主
体
の
ゲ
イ
ン
は
次
の
よ
う
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
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•
：
r,
. 

Y
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1

)

^
=
r
o
n
(
L
l
,

r
.
..
r
, y

f) 

...

%

は
第
?i

グ
ル
ー
プ
が
持
つ
ゲ
イ
ン
フ
ア
ン
ク
シ
ヨ
ン
の
係
数
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
。

今
、
各
主
体
グ
ル
ー
プ
の
ゲ
イ
ン
の
何
等
か
の
形
の
結
合
と
し
て
家
計
全
体
の
ゲ
イ
ン
ぬ
が
定
義
さ
れ
る
場
合
を
想
定
す
れ
ば
、
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お

よ

び(

⑦
ン
运
の
五
式
を
代
入
し
て

農
家
家
計
桃
成
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の
労
働
供
給
ス
ケ
ジ
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1
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で
そ
れ
ぞ
れ
微
分
し
て
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n
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W

I

丨

到

と
お
け
ば
、
こ
の
速
立
方
程
式
の
解
と
し
て
ぶ
•
 

S

式
を
得
る
。
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結
局
第
.
1主
体
グ
ル
ー
プ
の
自
家
農
業
へ
の
労
働
投
入
時
間
は
、
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ま
た
非s

家
農
業
麗
用
労
働
へ
の
就
業
時
間
は 
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で
与
え
ら
れ
る
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■

か
く
し
て
我
々
の
理
論
模
型
で
は
、
任
意
の
主
体
グ
ル
ー
ブ
の
自
家
農
業
お
よ
び
非
自
家
農
業
へ
の
労
働
供
給
時
間
は
、

^

ケ
イ
ン
フ
ア
ン
.ク
シ
ョ
ン
の
パ
ラ
メ
タ
I

W

生
産
^
数
の
パ
ラ
メ
ター

 

■

H

農
外
雇
用
の
賃
金
分
布 

，
㈡

投
入
要
素
の
価
格
体
系

咐

生

産

物

S

産
物)

価
格
体
系 

の
五
者
を
パ
ラ
メ
タ
ー
と
し
て
決
定
す
る
こ
.と
が
わ
か
る
。
 

.

■

第
六
ニ
ー
一
節
理
論
図
式
の
具
体
化
に
伴
う
問
題
点

以
上
で
、
農
家
の
農
業
経
営
主
体
と
し
て
の
側
面
を
も
同
時
に
含
む一

つ
の
理
論
模
型
が
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
農
家
家
計
行
動
の
一
般
的 

な
理
論
図
式
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
、
生
産
要
素
投
入
と
外
部
.か
ら
の
農
業
労
働
者
の
雇
い
入
れ
お
よ
び
家
計
構
成
員
に
よ
る
自
家
農
業
と
非 

自
家
農
業
へ
の
労
働
供
給
の
四
者
が
、同
時
に
解
か
れ
る
よ
う
な
体
系
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。(

よ
り一

般
的
に
は
家
計
の
消
赀
主
体
と
し
て
の
側 

而
を
も
机
み
入
れ
る
こ
と
が
塑
ま
し
い
で
あ
ろ
う)

。
 

.

し
か
し
な
が
ら
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
幾
つ
か
の
理
_
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
理
論
仮
説
を
は
じ
め
か
ら
分
析
の
フ
レ
ー
ム
ヮ 

丨
ク
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
飨
一
に
は
、
耕
作
物
の
品
目
選
択
と
費
用
極
小
化
問
題
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
従
来
経
験
的
な
分
析
は 

何
%■
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
'当
然
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
は
ず
の
両
者
を
つ
な
ぐ
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
に
つ
，い
て
何
等
か
の
図
式
を
仮
m
す
る
手
掛
り
が 

I

し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第1

一
に
、

_

|

に
お
いH

は
|

|

る
全
て
の
ロ

I

つ
い
て
投
入
要
素
間
に
代
替
性
が
存
在
す
る
こ
と
が 

農
家
家
計
借
成
員
の
労
働
供
給
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル
：(

n)

、
：
 

. 

:

五

七

(

ニ
〇
九)
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予
泡
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
等
の
関
係
を
具
体
的
に
と
ら
え
る
試
み
が
ほ
と
ん
ど
お
こ
ゲ
わ
れ
て
い
な
い
。
単
一
品E

：

に
つ
い
て
こ
3 

:

よ
う
な
難
点
が
あ
る
の
に
加
え
.て
、
.；第
ー
点
で
述
べ
だ
品
目
組
み
合
わ
唣 

の
ニ
つ 

「

の
問
題
点
を
経
験
的
な
分
析
に
よ
.っ
て
解
明
し
て
行
.こ
う
之
す
れ
、'^
各
耕
作
’品

目

.に

つ

い

て

そ

れ

ぞ

れ

の
生
産
費
の
構
成
が
調
査
さ
れ
な
け
れ 

は
な
ら
.な
い
。
わ
が
国
で
は
、
生
産
費
調
奄
は
米
、：

麦
類
等
：一
部
の
品
目
に
つ
い
て
行
な
わ
.れ
て
：い
る
の
み
で
、
全
.て
の
主
要
な
品
目
に
つ
い
て 

同
様
な
情
報
を
得
る
こ
と
は
今
の
所
で
き
な
い
。

::

第
三
に
は
生
産
物
の
品
目
別
価
格
、
投
入
諸
圓
の
価
於
が
デ
ー
タ
ー
と
し
て
得
ら
れ
な
い
と
い
う
困
難
が
あ
る
。
わ
が
国
の
統
計
資
料
の
現 

状
で
は
農
産
物
の
価
格
を
品
目
別
に
生
産
者
段
階
で
と
ら
え
る
こ
と
は
特
に
難
か
し
い
。
肥
料
、
農
薬
等
の
投
入
要
素
の
而
格
も
ま
た
同
酿
で
あ 

る
， 

• 

..V 

.

r
fL
に

は

‘農
業
臨
時
1

1
の
賃
金
お
よ
び
非
農
業
雇
用
の
賃
金
の
分
布
に
関
す
る
観
察
資
料
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
難
点
が
あ
る
。
こ
の
こ
-
 

と
は
前
稿
の
分
析
作
業
で
も 

一
.つ
の
難
点
と
な
っ
て
い
た
し
、
本
稿
の
分
析
作
業
で
も
同
様
に
分
析
結
果
の
評
価
を
困
難
に
し
て
い
る
。
こ
の
点 

.

.に
つ
.
Iて
は
、
第
八
章
で
更
に
詳
し
く
吟
味
を
し
よ
う
。

我
ノ
、
の
1
論
図
式
に
は
以
上
.に
あ
げ
た
よ
う
な
難
点
が
あ
る
。
今
後
、
研
究
は
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
順
次
解
消
さ
せ
る
方
向
で
進
め
な
吁
1̂
、尤

な
ら
な
い
。
前
稿
で
は
第
一
次
接
近
と
し
.て
農
家
の
農
業
粗
収
益
‘
全
部
農
業
所
得
と
な
る
と
.い
う
単
純
化
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
こ
^
は
言
い

換
え
れ
は
.
農
業
费
片
ヵ
零
で
あ
る
と
L
う
非
常
に
強
い
仮
定
で
あ
り
、
非
現
実
的
な
仮
定
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
本
稿
の
分
析
の
段
階
で
は
何
等 

か
の
形
で
、$

0

^
 

H 0

0

$
 

+ $

0

^

の
関
係
を
体
系
に
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

/
し
か
し
な
が
ら
、
す
ぐ
.前
に
述
べ
た
四
点
の
理
由
で
個
々
の
耕
作
品
目
ご
と
に
農
業
費
用
の
概
念
を
導
人
す
る
こ
と
は
不
可
能
0
あ
る
。「

農

家
経
済
調
沓
報
告」

で
は
.農
家
家
計
全
体
と
し
て
の
農
業
粗
収
益
、
農
業
費
用
、
農
業
所
得
の
情
報
が
得
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
い 

わ
ば
集
計
値
だ
け
を
用
い
て
我
々
の
理
論
図
式
に
.農
業
費
用
な
い
し
は
農
業
所
得
の
概
念
を
導
入
す
る
た
め
に
は
、
第
二
次
接
近
と
し
て
苒
び
一 

つ
の
仮
定
を
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

い
ま
嗰
り
に
全
て
の
耕
作
品
目
に
つ
い
て
そ
の
所
得
率
が
農
家
の
全
て
の
階
層
と
農
ぼ
を
通
じ
て
一
定
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
前
稿
の
第
三• 

ニ 

節
で
示
し
た
生
産
函
数
お
よ
び
所
得
造
出
函
数
は
農
業
粗
収
益
の
代
り
に
農
業
所
得
に
つ
い
て
定
義
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
前
稿
第 

四

•

一
節
で
示
し
た
よ
う
に
、
生
産
函
数
の
中
に
地
域
差
指
数
が
導
入
さ
れ
て
居
れ
ば
付
加
価
値
率
は
•地
域
.

(

農
区)

間
で
は
変
動
し
て
も
、
任 

意

の
地
域(

農
区)

内
の
階
層
間
で
一
定
で
あ
り
ざ
え
す
れ
ば
同
じ」
」

と
が
言
え
る
.で
あ
ろ
う
。
.
何
故
な
ら
ば
、
農
区
間
の
所
得
率
変
動
.は
地
域 

差
指
数
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
は
各
農
区
ご
と
に
農
家
規
模
間
で
所
得
率
が
一
定
で
あ
る
と
仮
定
し
て
、
農 

業

(

粗
収
益)

生
産
函
数
の
代
り
に
農
業(

所
得)

生
產
函
数
を
用
い
て
前
稿
と
同
じ
理
論
図
式
を
用
い
て
分
析
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
た
。
こ
こ 

で
は
仮
り
に
農
業
所
得
生
産
函
数
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

•

第

六

，
四

節

農

業

(

所
得)

生
産
函
数
の
計
測

前
稿
第
四
•
一
 

節

の

〔

表

* 
二〕

に
示
し
た
農
業(

粗
収
益)

生
産
函
数
に
代
る
も
の
と
し
て
、
農

業

(

所
得)

.
生
産
函
数
を
計
測
す
る
の
が
本 

節
の
課
題
で
あ
る
。
次
章
に
述
べ
る
よ
う
に
、
本
稿
で
は
家
計
を
構
成
す
る
男
，
女
.

〗

一
つ
の
グ
ル
ー
ブ
を
労
働
供
給
主
体
と
み
る
接
近
を
試
み
る 

わ
け
で
あ
る
か
ら
、
生
産
函
数
は
当
然
男
-J
-

,女
子
そ
れ
.ぞ
れ
の
主
体
グ
ル
ー
.プ
の
労
働
«
入
時
間
を
投
入
要
素
と
し
て
含
む
よ
う
に
定
義
さ
れ 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
前
稿
第
四
章
に
お
け
る
と
殆
ん
ど
同
じ
特
定
化
を
与
え
て
、
そ
の
：。ハ
，ラ
メ
タ
ー
を
計
測
す
る
こ
と
と
し
た
。
農 

業
：'
®収
益> 

生
産
函
数
で
は
投
入
要
素
と
ぃ
し
て
導
入
さ
れ
て
い
た
飼
料
投
入
金
額
ほ
、

そ
れ
が
原
材
料
と
し
て
の
性
^
が
特
に
は
っ
き
り
し
て 

い
：る
と
と
、

」

お
よ
び
^

農
家
.の
デ
I

タ
ー
で：

ば
、：
高
ま
り
大
含
在
投
.入

趣

素

：で
：
は

.な
い
：こ
と
を
考
え
て
、
陽
表
的
に
投
入
要
素
と
し
て
扱
か
う 

農
家
家
：̂
偁
成
M
の
労
働
仇
給
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル(

n)

7r
九

(

ニ
ー
一)



〔第 8 表〕農 辨 （所得）生産函数の計測結來

変 数 係 数 昭 和 32 (1957)年 昭 和 34 (1959)年 昭 和 36 (1961)ィド

"HI aj • 3108 (3.7899) • 2560 (3.2813) • 2798 (3,9509)
L/ a 2 ― * 0115 ( •0960) • 1478 (1.2575) • 1379 (1.3533)

tt3 .0884 (2. 0970) 一 • 0458 (1.7502) ― . 0441 (1.8701)
h 2 •1293 (2. 2272) . 0327 ( .7962) • 1643 (3.0292)
Na • 6656 (7.5423) • 5760 (7.0365) • 3935 (4.6907)
n 3 « 6 — ，1059 (1.9076) . 0148 ( .2652) • 0338 ( .5756)
K i a 7 一 ，1 4 6 1 (1.7743) • 0130 ( .1 7 5 6 ) 一 * 0 0 0 1 ( . 0 0 1 0 )
k 2 a8 一 • 0337 ( . 7885) • 1040 (2. 0976) • 0960 (2.1036)
Q, V • 2199 (8.3441) • 1485 (6.3155) • 1026 (4.1461)
q 2 む2 • 2133 (5.1798) • 1455 (4.7949) • 0736 ( 2 ,1319)
q 3 h •1432 (4.8097) ••0740 (2.6624) .0459 (1.7147)
Q, b, ' . 1356 (4. 2935) • 0 6 7 1 (2.6135) • 0837 (3, 2630)
q 5 .. 6 5 » 0877 (1.4322) • 0 1 9 1 ( . 6992) • 0489 (1.6994)
q 6 be • 0877 (3, 0247) • 0008 ( .6354) • 0029 ( . 1248)
Q? h . 1467 (5.3439) • 0552 (2.3389) • 0562 (2.4886)
Qs b& • 1083 (4.2929) ♦ 0149 ( . 7249) • 0300 (1.4190)
Q, 6 9 • 0378 (1.6953) • 0271 (1.6526) • 0305 (1.7303)
b 1.4886 (6.4919) 1.1200 ( 5 .4 0 2 8 ) , •1. 6202 (7.8612)
R • 9960 • 9968 • 9970

'
'
,
:
;: 

.ノ，.
：

六
〇
：(

ニ
ー 

ニ)

.
こ
.
.と
を
.止
め
：た
。
，
.

:

結
局
、
計
測
す
べ
き
農
業
所
得
生
産
函
数
は
、

(6 • 21)' 

Y

A

=

r

L
3r
L

^

H

f 

.
H
f

 •
N
r
N
f
.
K
f

 .
K
f
r
Q
r
Q
f

…
…
Q
f

で
あ
る
。
用
い
た
記
号
は
す
べ
て
前
稿C

第
一
表〕

に
示
し
た
も
の 

で
あ
る
。

,

こ
の
函
数
の
係
数
の
fi
測
結
果
は〔

第
八
表〕

に
示
す
如
く
で
あ 

る
。
全
般
に
各
係
数
は
そ
の
i
の
値
で
み
て
有
意
に
計
測
さ
れ
て
お 

.り
、
自
由
度
調
整
済
み
の
重
相
関
係
数
で
み
て
フ
ィ
ッ
ト
も
畏
好
で 

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
昭
和
三
十
ニ
年(

一
九
五
七
年)

に
つ
い 

て

は

K
2

の
各
項
の
係
数
が
負
に
，計
測
さ
れ
て
い
る
。
 

と
り
わ
け
r

の
係
数
纟
が
負
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
か
ら
後
の
分 

祈
で
、
所
得
造
出
曲
線
‘を
1

*:
む
座
標
の
.原
点
に
対
し
て
凸
な
ら
し 

'め
る
こ
と

に

な
っ
て
先
験
的
に
期
待
さ
れ
る

象
限
に
均
衡
点
を
見
出 

す
こ
^
を
不
可
能
に
し
て
し
ま
ぅ
。
何
故
な
ら
ば
原
点
に
対
し
て
凸 

な
所
得
造
出
曲
線
は
負
.の
限
界
所
得
造
出
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を 

意
味
す
る
か
ら
、
こ
れ
を
用
い
て
第
一
一
均
衡
方
程
式
を
成
立
せ
し
め 

る
為
に
は
負
の
賃
金
率
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
か
ら
で
あ

る
。
所
得
造
出
曲
線
は
、
我
々
の
体
系
で
は
原
点
か
ら
出
る
単
調
増
加
函
数
で
あ
っ
て
そ
の
限
界
所
得
造
出
力
は
適
減
す
る
：(

云
ぃ
換
え
れ
ば
原
点 

.を
通
る
丫
軸
方
向
に
凸
な
準
調
増
加
曲
線
で
あ
る)

こ
と
が
均
衡
点
の
存
在
の
必
要
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
前
稿〔

第
十
一
.図〕

ま
た
は 

〔

第
十
二
図〕

に
示
.し
た
通
り
で
あ
る
。

.

従
っ
て
昭
和
三
十
ニ
年(

.一'九
五
七
年)

の
計
測
結
果
は
今
後
の
分
析
に
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。.
次
め
機
会
に
再
計
測
を
試 

み

.る

こ

と

と
し
た
い
。
.

第

七

章

男

女

主

体

グ

ルー

プ

の

労
働
供
給
行
動

-

- 

■ 

•

第

七
•

一
節
.
主
体
グ
ル
ー
プ
の
経
験
的
把
握
と
主
体
行
動
の
相
互
依
存
性

• 

. 

.

既
に
前
稿
第
一•

ニ
節
に
も
の
べ
た
如
く
労
働
供
給
主
体
を
ど
の
よ
ぅ
な
次
元
で
と
ら
え
る
か
と
い
ぅ
点
に
つ
い
て
は
、
家
計
を
一
つ
の
主
体 

と
み
る
か
、
家
計
を
構
成
す
る
個
人
を
一
つ
の
主
体
と
み
る
か
の
両
極
端
の
間
に
色
々
な
段
階
を
考
え
る
.こ
と
が
で
き
る
。
我
々
の
分
析
で
は
、
 

労
働
供
給
主
体
を
男
•
女
別
グ
ル
.丨
プ
と
み
る
の
が
よ
い
が
、
そ
れ
と
も
男
.
女
別
^
-
齢

別

グ

ル

ー

プ

と

み

る

の

が

よ

い

か

を

実

証

的

に

明

ら

か 

に
す
る
こ
と
が
一
つ
の
蜇
耍
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
.
性

別
•
年
齢
別
の
賃
金
格
差
が
広
く
存
在
し
続
け
て
来
た
わ
が
国
の
賃
金
雇
用
構
造
の
下 

で
は
、
労
働
供
給
主
体
の
行
動
も
ま
た
性
別
•
年
齢
別
に
そ
の
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル
を
把
握
で
き
れ
ば
そ
れ
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
実 

際
問
題
と
し
て
家
計
を
構
成
す
る
労
働
力
を
ど
の
次
一
兀
ま
で
分
解
し
て
主
体
グ
ル
ー
プ
と
み
な
しV

行
け
る
か
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
経 

験
的
な
分
析
に
よ
っ
て
‘一
つ
ず
つ
確
か
め
て
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
，結
論
が
得
ら
れ
る
事
柄
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
我
々
の
分
析
も
、
は
じ
め
に 

性
別
主
体
グ
ル

ー

プ

、

次
に
性

•

年
齢
別
主
体
グ

ル

ー
プ
に
つ
い
て
順
次
理
論
模
型
の
妥
当
性
を
実
証
し
て
行
く
方
向
で
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
，
本
稿
で
は
前
節
で
述
べ
た
如
く
、.
農
業(

粗
収
益)

生
産
函
数
.に
代
え
て
農
業
.(

所
得)

生
産
函
数
を
用
い
る
と
い
ぅ
改
善
を
行
&
い
、
こ
れ
を

:

農
家
家
計
楷
成
員
の
労
働
供
給
ス
ヶ
ジ
ユ
ー
ル
‘

0

=

0

■

:

 

. 

:.

六

一
a
m
e



基

礎

と

し

て

男

，
女

両

主

休

グ

ル

ー

プ
.に
：
つ
い'て
'の
理
.論
模
型
.に
徙 

分
析
の
雄
避
と
な
る
理
論
模
型
と
そ
の
.具 

.体
的
形
式
は
前
稿
第
三
‘
ニ
節
お
よ
び
第
三
•
三
節
に
展
開
し
た
も
の
と
全
く
等
1.
い
;0
従

0
て
、
'
こ
こ
で
は
こ
れ
を
再
述
す
る
こ
と
を
省
略
す

■
/

る
？

- 

;
 

. 

.

.

-

労
働
供
給
主
体
を
ど
の
次
元
で
と
ら
え
る
か
と
い
.う
問
題
と
並
ん
で
、
更
に
重
要
な
問
題
が
存
在
す
る
。
家
計
構
成
員
が
幾
つ
か
の
供
給
主
体 

グ

ル

ー

プ

に

分

割

さ

れ

た

と

し

て

、

.
そ
れ
ら
の
各
主
体
ダ
.ル
ー
プ
の
労
働
供
給
行
動
は
.、
相
互
に
独
立
だ
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
小
尾
恵 

ニ

郎

•
尾
崎
巌
両
氏
が
勤
労
者
世
帯
の
家
計
構
成
員
に
つ
い
て
お
こ
な
っ
て
来
た
研
究
で
は
、
家
計
構
成
員
は
核(

世
帯
主)

と
非
核(

亦
世
帯
主) 

の
二
つ
の
主
体(

グ
ル
ー
プ〕

|
分
割
し
て
と
ら
え
る
の
が
有
効
で
ぢ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
.°

両
氏
は
司
時
に
、

非
核
の
.就
業
行
動
に
.と
っ
て
、
 

核
の
収
入
率
が
最
も
重
要
な
変
動
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
計
量
的
に
解
明
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
家
計
内
の
各
行
動
主
体
の
行
奶 

が
、
相
互
に
独
立
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
農
家
家
計
に
お
い
て
も
各
主
体
の
労
働
供
給
行
動
が
、
相
互
に
何
等
か
の
関
係
を
持
っ
て 

い
る
メ
ヵ 

一

i

ズ
ム
を
考
え
る
の
が
よ
り
一
般
的
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
本
稿
第
六
.
ニ
節
で
提
示
し
た
農
家
家
計
行
動
の
理
論
模
型
で 

は
、
こ
の
考
え
方
に
立
っ
て(6 •

1
4
)

式
に
み
る
よ
う
に
各
主
体
の
ゲ
ィ
ン
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
は

^
•
=
^
(
L
1
,
L
2
.
_

.
r
,
.
.,LS, 
y

f)

の
如
く
自
己
の
労
働
供
給
時
間
の
函
数
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
他
の
家
計
構
成
員
の
労
働
.供
給
時
間
の
函
数
で
も
あ
る
よ
う
に
定
義
さ
1
て
い

る
。
 

ノ
 

•

こ
れ
に
反
し
て
、
我
々
の
第
一
次
接
近
と
し
て
の
理
論
模
型
の
段
.
階
で
は
、
各
主
体
の
行
動
は
一
応
独
立
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
.0
す 

な
わ
.

ち
、
第

三
*

一
節
お
よ
び
第
三
.

•

三
節
に
展
開
し
た
模
型
で
は
、
男
子
グ
ル
ー
プ
、
女
子
グ
ル
ー
プ
以
二
つ
の
主
体
グ
ル
ー
プ
は
共
に
そ
の 

労
働
供
給
時
間
決
矩
図
式
の
中
に
、
他
の
グ
ル
ー
プ
の
行
動
を
パ
ラ
メ
タ
ー
と
し
て
含
ん
で
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
第

一
次
接
近
の
方
法
を
と
っ 

た
の
は
、

.一
つ
に
は
モ
デ
ル
を
は
じ
め
か
ら
複
雑
な
も
の
に
す
る
と
、
仮
説
検
定
の
段
階
で
多
く
の
検
証
す
べ
き
事
項
を
同
時
に
チ
ヱ
；ッ
ク
す
る

こ
と
に
な
っ
.て
し
.ま
づ
て
、
仮
説
模
型
の
ど
の
部
分
と
ど
の
部
分
が
検
証
さ
れ
た
の
か
判
然
と
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
大
き
い
か
ら 

で
あ
る
"
ま
た
も
う
一
つ
に
は
、
主
体
グ
ル
ー
プ
相
互
に
依
存
関
係
が
あ
'る

と

は

言

っ

て

も

、

そ

れ

は

ど
-^
ら

か

ー

方

が

他

方

に

依

存

す

る

と

い 

う

o
n
e

 

w
aM'
の
依
存
関
係
と
し
て
と
ら
え
た
方
が
効
率
が
よ
い
の
か
、
そ
れ
と
も
相
互
に
依
荏
的
で
あ
る
と
す
る
と
ら
え
方
の
方
が
効
率
が
よ 

い
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
勤
労
者
世
帯
に
お
い
て
、
核
の
就
業
時
間
と
収
入
率
が
先
に
決
っ
て
、
非
核
は
そ
れ
を
パ
ラ
メ
タ
I
と
し
.て
、
所 

得=

余
暇
の
選
祝
を
お
こ
な
う
と
云
う
図
式
が
、
非
常
に
高
い
分
析
効
率
を
示
し
た
の
を
類
推
的
に
考
え
れ
ば
、
農
家
家
計
で
は
、
た
と
え
ば
男 

子
主
体
グ
ル
ー
プ
の
労
働
供
給
行
動
が
先
に
決
宠
さ
れ
て
、
こ
れ
を
。ハ
ラ
メ
タ
ー
と
し
て
、
女
子
主
体
グ
ル
ー
プ
の
労
働
供
給
が
お
こ
な
わ
れ
る 

と
す
る
接
近
も
あ
り
得
る
わ
け
で
あ
る
。

乘
者
は
こ
れ
ら
の
接
近
方
法
の
い
ず
れ
が
设
い
か
を
決
定
す
る
為
に
は
、
ニ
つ
の
主
体
グ
ル
ー
プ
の
労
働
供
給
機
！g.

を
独
立
の
も
の
と
し
て 

観
察
し
、
仮
説
模
型
の
検
証
の
課
程
で
両
者
を
関
係
づ
け
て
比
較
す
る
所
か
ら
出
発
し
て
、
次
の
連
結
方
法
を
考
察
す
る
の
が
よ
い
と
考
え
て
い 

.る
。
そ
れ
故
、
前
節
で
計
測
し
た
農
業(

所
得)

生
産
函
数
.に
基
づ
い
て
、
.男

•
女
ニ
つ
の
中
一
体
グ
ル
ー
プ
の
労
働
供
給
模
型
の
各
パ
ラ
メ
タ

ー

 

を
独
立
に
計
測
す
る
。―

• 

U

節

M
女
別
所
得
造
出
函
数
の
計
测
と
応
募
賃
金
率
の
計
測
，

第

六

•
四
節
で
は
農
業
所
得
生
産
函
数 

.

T
A
H
T
L

 
け

•
L
f
.
H
f
‘
H

7

N

f

.

N

f

.

K

f

.

K

^

Q

T

Q

.s…
…

.
Q
-

の
ノ
ラ
メ
タ
ー
を
旧
相
し
て(

第
八
表)

に

示

し

た

前

稿

第

三•
一

一

節

お

よ

び

第

三

•
三
節
に
述
べ
た
如
く
、
.
各
主
体
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
農 

業

所

得

造

，出

函

数

を

持

0
て
い
る
。
男
子
の
所
得
造
|1
|
-西
数
は
，

;

'

:

(7 

ニ) 

Y
l
r
l
r 

.



農区
農家
規模

: 3 4 年 0 ) : 3 6 年 0 )

男 女 . 男 女

I 15, 847 29, 259 11,512 26, 240
近 n 27,822 56,529 22,749 57, 369

m 53,115 124,331 39,541 114,675
• w 85,671 220,600 62, 376 204, 598
畿 V 118,248 303,424 91,559 300,641

VI ‘ 断 106, 487,519 119, 630 410, 673

i 19,123 36, 679 13,513 30,490
溜 n 31,924 64,756 22,976 57, 241
戸 m 56,264 . 129,630 40,095 115,919

IV 85,773 205,769 57,756 178, 456
内 v , 116, 283 294,428 86,614 280, 808

VI 150,829 391,538 117,293 393,427

I 16,000 29,278 . 11，054 ,24 , 869
北 n 24, 646 50,933 17,928 44,068

m. 42,035 96, 570 30,308 87,101
IV 68,738 165, 212 50,151 155, 046

州 V 90, 534 220,787 61^699 196,370
VI 113,639 281,360 79,929 263,512

I 13,388 24, 208 11,052 24,227
南 n 24,163 52, 069 18,947 49, 370

in 41,876 94,613 29,773 84,400
IV 64>537 151,742 45,175 135,712

海 V 92,104 230,490 55, 961 177,969
VI 98,620 246,600 76,409 250,807
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の
農
業
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所
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生
産
函
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0
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4

62
0

数
の
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メ
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計
測
結
果
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前
稿
付
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六
一)

の
両
年
に
つ
い

.

て
男

•

女

別

に

<3

C

X

1

' :

農

近

,

畿
，

溜
ニ
尸

.

内
.

北

九

州

.

南

：
.

海

.
2

)

式
、

(7
.
3

)

式
、

Q

*

a l)

式
、

•

Q

.

e

式
に
ょ
っ
て 

f
r
i
f
h
f 

を
算
出
し
た
。
前
稿
と
同
様
、
全
府
県
十
農
区
の
六
階
層
の
平
均
農
家
、
合
計
六
十
の
檩
本
に
つ
い
て
こ
の
値
を
算
出
し
た
結
果
を〔

第
九
表〕

に
示
し
て
お
い
た
。

.

■

我
：々
の
仮
説
模
型
は
幾
度
か
述
べ
，た
ょ
ぅ
に
、
ニ
つ
の
均
衡
方
程
式
か
ら
な
る
均
衡
体
系
で
あ
る
。
第
二
均
衡
方
程
式
は
、
い
ま
導
出
し
た
所

• 

..

.
 

...
 

.

得
造
出
爾
数
と
外
部
雇
用
賃
金
の
均
衡
式
で
あ
る
。
，す
な
わ
ち
、
男
子
，
女
子
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
第
二
均
衡
方
程
式
は
次
.の
如
ぐ
で
あ
る
。

.農
家
家
計
描
成
員
の
^
働
供
給
ス
.ヶ
'ジ
.ュ
|
ル
'(

5

 

•
. 

,
六

五(

ニ
ー
匕
ノ

cm 9 表〕 主体別所得造出函数の計測結來

id] nr 農家
3 4 华 (P) 3 6 平 0 )

MIA
規模

男 女 女

c 25, 597, 502 14, 783, 904 27, 977, 490 13/788,222

I 20, 715 31,487 13,796 26,749
n 24, 397 47, 006 18,943 44,018
m 47, 699 102,633 33, 719 92, 082
r/ 74,033 170,880 50, 290 147,322

北 V 96,336 227,472 63, 874 192, 647
VI 154, 491 384,987 96, 656 307, 914

r 16, 486 29, 822 13,100 26,460
北 n 23,101 42,632 20,158 45,319

m 42, 707 .9 0 , 631 33, 958 87,958
IV 73,949 173,425 55,102 161,407

陸 V 97,144 231,546 72/862 226,175
VI 128,888 301,341 91,829 281,519

i 14,148 26, 473 13, 890 29,791
山 n 27,519 57, 093 22, 935 61,274

m 46,850 104,956 38,686 110,168
w 74,881 179,100 54,364 167, 846

陰 V 98,112 239, 605 77,682 243,004
VI 165, 398 415,110 95,815 304,292

i 14,507 28, 826 13,094 ' 33,375
北 n 23, 866 50,129 20,913 54, 722

iin m 45,198 i 104,273 38,463 112,113
IaJ IV 66,611 161,606 54,989 170,727
來 V 93, 506 230, 515 76,485 248,882

VI 129,596 '‘ 319, 933 104,338 334, 622

i 14, 850 \ 25,871 12,834 27,156
南 n 26, 425 47,822 19,298 41,624

|Ut m 44,961 102,718 35,422 102, 082
|A-J IV 73, 584 177,492 55,902 174,491
柬 V 90,444 221,276 69,648 220,664

VI 135, 827 336,895 100,112 321,764

i 19,006 35, 091 17,133 40,220
n 31，083 58,976 23,864 56,747
冚 58,122 131,965 41,751 118, 497
IV 83,984 198, 584 65, 809 202,622

海 V 119, 207 288, 380 86,400 268, 647
VI 165, 934 424, 926 102,179 330, 957

.

. 

.

■

.

'
.

, 

,

六

四

(一

一
一
六) 

で
あ
る
。
但
し
-

分
，
は

そ

れ

ぞ

れ. 

.

.
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2
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に
よ
つ
て
定
義
さ
れ
る
。
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〔第 1 0表のつづき〕

農区 農家
規模

3 4 年 (w) 3 6 年 (w)

男 女 男 女

I 44.39 19,16 43.75 18. 24
近 n 42.08 18.94 49,50 19.37

ra 45.85 30.97 50.92 25. 95
IV 47.47 39.54 51.11 33. 34

畿 , V 62.90 49.16 69.75 41.31
VI 79.17 67.49 77.95 51.00
I 34.87 12.78 40.32 11 .05

瀨 n 42.61 16.76 45. 96 14.60

. 戸
m 44,45 24.73 47.23 20. 72
N 54.45 32.12 52.11 25.29

内 V 59,15 40.41 64.89 34. 23
VI 71.83 54. 45 81.57 49.51

i 33，18 10.03 33.07 8, 91
北 n 31.96 13.87 35,89 10.35

九
m 33,49 18.43 36.47 15.79
r r 43,42 25,81 44.52 21,20

州 ：v 50,77 29.62 49.50 25.18
VI 57.54 33. 64 56,01 30； 33

i 28.73 8.29 34.98 8. 46
南 n 25,75 12, 23 31.67 10, 78

in 34,97 18.00 36.57 14. 76
w 44.69 25.05 44,18 19. 62

海 V 48, 82 32.08 46.57 24.82

1
VI 50.39 31,78 53,56 28.10

従
.
っ
て
、.
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
ダ
ル
ー
プ
.

に
つ
い
：.て
限
界
効
用
は
次
の
よ
ぅ
に
定
義
さ
れ
る
。
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B

,

第
.

一
均
衡
方
程
式
议
、
男

.
女
グ
ル
ー
プ
と
も
、

限
界
代
替
率
が
外
部
雇
用
賃
金
率
と
均
衡
す
る
こ

.
な
る
。 

.
 

-
 

.

.

農
家
家
計
構
成
員
の
労
働
供
給
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル(

n)

:

第

七
•

三

節

男

女

別

所

得

=
=

 

余
暇
選
好
函
数
パ 

ラ
メ
タ
I

の
推
定

男
.

•

女
各
主
体
グ
ルー

プ
の
所
得=

余 

暇
選
好
函
数
の
パ
ラ

メ

タ

ー

を
推
定
す
る 

の
が
本
節
の
課
題
で
あ
る
。
第

三

•
三
節 

に

示

し

た

如

く

、

我

々

の

体

系

で

は

、選

好
 

函
数
は
、
：

(7 
,9) 

I
x
n
a
u
L

プ
十 a

l
L
+
f
L
Y
+

 

a
2
Y
+
I
Y
”

十 c
l
N
L
+
c
2N
Y
+
:
a
o

 

な
る
一
一
次
形
式
の
函
数
で
近
似
さ
れ
る
。

A
J

を
示
す
の
'

で
あ
る
か
ら
、
次
■の
よ
ぅ
に 

六

七

(

ニ
ー 

九)

〔第 10表〕 主体別理論応葬貨金取の計測結来

農区
農家

3 4 年 ( w ) 3 6 年 i w ) .
規模

坍 女 男 女

I 90.98 16.40 68.82 13,09
n 46.92 18.67 51.29 15.15
in 52.19 25.18 49.47 19.63
IV 56,99 31.29 56.60 25.60

北 V 64,55 36.06 62.30 28.36
VI 82.98 53.71 76.00 37.82

i 41.42 13.99 56.88 11.94
北 n 48,98 16,05 63.00 1 7 . 9 7

m 48.99 22.55 60.13 21.28
N 55.21 32.76 62.55 28.62

陸 V 63.78 37.21 67.47 35.15
VI 83.62 42.32 80,42 35.33

I 32.89 12.93 50.31 12.59
山 n 38.09 18.10, 42.10 19.63

m 42.95 22.88 49.37 21.76
N 49.44 29.99 50. 22 25.07

陰 V 56.15 33.74 65.31 31.33
VI 80.52 49.64 77,13 38.82

i 28.10 13.88 30.95 14.72
北 n 33.32 17.35 40.50 17.53
|U| in 37.35 21.92 46.22 22.13
内 IV 42.92 27.72 50.99 26.64
策 V 51.14 31.32 ■58.29 32.35

VI 66.96 39.15 75,67 35.22

i 43.01 12.95 53.38 14.75
南 n 55.25 15.62 60.40 12.78

m
in 40.01 23.63 44,70 21.14t̂ i IV 47.44 29:47 51.33 27.50

柬 V 52.33 32.17 57.65 29.67
VI 70.52 42.76 73.78 35.69

i 43.60 15.46 49.26 17.07
來 n 51.94 16.22 57.34 16.88

m 49.69 27.06 53.35 22.99
N  , 57.33 32.93 60.97 29.96

海 V 73.64 44.74 76.72 38.09
YI 74.60 48.74 82.49 48.08

(7'* 7)

(
7
,
8
)

 

f

 

绔

.

従
っ
て
、
こ

9

ニ
つ
の
式
を
用
い
て
、

男

•
女
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
グ
ル
ー
プ
が
外
部
雇
用
に
応
募
し
て
行
く
際
の
理
論
的
応
募
賃

金

率(

そ
れ 

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
限
界
生
産
性
に
.
導

し
い)

が
算
出
さ
れ
る

。
こ
れ
ら
の
値
を
計
算
し
た
結
果
を〔

第
十
表〕

に
示
し
て
お

こ

ぅ

。
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選
好
函
数
の
パ
ラ

メ

タ

ー
は
こ
；の
体
系(

構
造
方
程
式
系) 

'の
誘
導
形
で
あ
る
労
働
供
給
函
数
に
つ
い
'て
統
計
的
に
計
測
す
る
こ
と
も
で
き
る
。.
 

け
れ
ど
も
こ
の
方
式
を
と
る
こ
と
は
、
現
在
の
段
階
で
は
で
き
な
い
。
も
し
こ
の
方
法
を
と
る
と
す
れ
ば
計
測
式
は
第
八
章
の〈

？

co)

式
を
用 

い
を
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
例
え
ば
最
小
自
乗
法
の
よ
う
な
統
計
的
方
法
を
用
い
る
際
に
必
ら
ず
デ
ー
タ
ー
と
し
て
必
要
'で
あ
る
所
の
賃
金
率 

.

.
t
w

)

，の

観

察

値

が

無

い

か

ら

で

あ

る

。

.，前
に
も
述
.ベ
た
よ
力
に
、
.外
部
雇
用
賃
金
率
は
.「

農
家
経
済
調
査」

の
標
本
に
つ
い
て
は
調
査
さ
れ
て 

い
な
い
の
で
あ
る
。
 

;

..

.そ
こ
で
、
こ
の
資
料
の
欠
除
と
い
う
難
点
を
回
避
す
る
た
め
に
、
我
々
の
分
析
で
は
他
の
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
；に
な
る
。.
幸
い
に
し
て
、
 

我
々
の
体
系
で
は
第
一
均
衡
力
^
式
に
よ
っ
て
、
ま
1»
ぬ
な
吣
»
«
を
$
を
算
出
す
る
こ
、と
が
で
き
る
。
こ
の
理
論
的
応
募
賃
金
率
の
算
出
結
果 

は

既

に〔

豸
十
表〕

.に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
.こ
の
理
論
的
応
募
賃
金
率
を
デ
！
タ
ー
と
'し
て
.用
い
る
こ
と
は
、
観
察
さ
れ
る
自
家
農
業
就
業
時

.メ

.
 

.

.

. 

•

間

(
L
A
)

は
.必
ら
ず
全
て
の
標
本
に
お
：い
て
第lj

均
衡
点
の
均
衡
が
達
成
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
仮
定
の
下
で 

第

：一

均

衡

点

の

均

衡

が

実

現

す

る

と

考

え

る

な

ら

ば

、

¥

均
_
方
@
豸

9

K
}
式
の
パ
ラ
メ
タ
ー
を
理
論
的
応
募
賃
金
率
を
デ
ー
タ
ー
と
し

.

.

 

.

.

.

 

!
•
-
>
. 

',-•

て
用
い
て
計
測
す
る
こ
と
が
正
当
視
さ
れ
^
 .
で
あ
ろ
う
。
.

-

.
 

.'
 
: 
!

.

こ
の
分
析
で
は
、
第
一
均
衡
方
程
式
を
統
計
的
に
計
測
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
選
好
函
数
の
パ
ラ
メ
タ
ー
を
計
測
す
る
手
続
き
を
と
る
こ
と
と 

す
る
。
第
一
均
衡
方
程
式
は
、
元
来
変
数
間
に
因
果
の
関
係
を
含
ま
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、

一.義

的

に

残

差

，の

方

向

を

決

め

て

最

小

自

乗

法

を

適 

.用
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
。
前
稿
第
四
•
ニ
節
に
も
述
べ
た
よ
う
に
直
交
回
帰(orthogonal K

e
g
r
e
ssibn)

等
の
推
定
方
法
を
試
み
る
必
要
が
あ 

る
。
.
し
か
し
、
こ
こ
で
は
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
苒
び
、
左
記
の
よ
.う
に
第
一
均
衡
方
程
式
を
三
通
り
に
変
形
し
た
も
の
に
つ
い
て
最
小
自
乗
回 

帰
を
あ
て
は
.め
て
、
そ
.の
結
果
計
測
さ
れ
る
パ
ラ
メ
タ
.
1を
符
号
条
件
お
よ
び
係
数
の
有
意
性
の
観
点
か
ら
比
較
検
討
す
る
こ
と
と
す
る

。

.
第
二
均
衡
方
程
式
を
次
の
三
通
り
に
変
形
す
る
。

(7*13) 

—
{©12 (

L
w
+
Y
)

 4
-
2
a
2
2
W
Y
+
a
2
w
+
c
l
N
+
o
2
N
W
+
a
l
〕

, 

- 

. 

•
' 

.

..(7.14) 

(
L
*
u
?
+
Y
)
=

 

1̂
.—

I-
-
1
2

 a
.
l
l
L
+
2

 C
J
2
2
W
Y
+
a
2
w
.
+
c
l
N
4
-
c
2
N
W
+
a
l
l

 

(7,15) 

§
Y
=
—

^

—〔2al.lL+al2 (
L
w
+
Y
)

+
^
^
+
0
1
!2
;
+
0
2
^
^
+
0
.
.
1

〕

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
三
式
は
い
ず
れ
も
そ
の
傲
数
は
任
意
の
係
数
で
規
準
化
し
た
値
と
し
て
測
ら
れ
る
：こ
と
に
留

意

さ

れ

た 

い
。
こ
れ
ら
の
係
数
を
昭
和
三
十
四(

一
九
五
九)

、
三

十

六(

一
九
六
一)

の
両
年
に
つ
い
て
男
，
女
別
に
計
測
し
た
結
果
を〔

第

十一.

表〕

に 

示
そ
う
。
や
は
り
各
係
数
の
後
の
.(

.)

の
中
の
数
値
は
t
の
値
で
あ
る
。
5

%
信
頼
限
界
で
有
意
な
も
の
に
は
林
印
を
、
ま
た
10
%
信
頼
限
界 

で
有
意
な
も
の
に
は
*
印
を
付
し
て
お
い
た
。
. 

.

.

全
体
を
通
じ
て
い
ず
れ
の
場
合
も
良
好
な

フ
ィ
ッ
ト
が
得
ら
れ
た
と
云
づ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
係
数
は

い
ず
れ
も
任
意 

の
係
数
で
規
準
化
し
た
値
で
あ
■る
力
ら
(A
(B
(0
の
三
種
類
の
|1
測
結
果
を
そ
の
ま
ま
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
.三
種
の
計
測
結
果
を
相
互
に
比
較
可
能
に
す
る
'^
め
に
全
て
の
係
数
を
a
コ
で
規
準
化
し
直
し
て
み
よ
う
。
こ
の
結
果
は〔

第

十
二
表〕 

に
示
す
如
く
で
あ
る
。〔

第
十
二
表
ゾ
で
み

る

と

、

三

種

類

の

計

測

を

通

じ

て

係

数

.の

オ

ー

ダ

ー

は

ほ

ぼ

斉

合

的

な

大

小

関

係

に

あ
る
が
、
符
号 

の
‘配
列
は
必
ら
ず
し
も
斉
合
的
と
は
云
え
な
い
。

次
に
、
計
測
さ
れ
た
係
数
の
符
号
条
件
を
検
討
し
よ
う
。
こ
れ
ら
の
.係
数
の
符
号
配
列
は
先
験
的
に
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
：か
に
つ
い 

て
"
前
稿
第
四
'-.1

一
節
で
詳
し
い
考
察
を
し
.て
お
い
た
。
そ
れ
^
こ
こ
で
は
詳
し
い
再
考
察
は
«
略
す
る
。
':先
験
的
な
符
号
条
件
と
計
測
さ
れ
た 

係
数
の
符
号
と
の
一
致
性
を
吟
味
す
る
為
に
第
十
三
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。s

欄
は
前
稿
第
四
•
ニ
節
で
詳
し
く
考
察
し
た
所
の
先
驗
的
に
期
待 

.

.
:
'農
家
家
討
構
成
員
の
.労
働
供
給
久
ヶ
>シ
ュ
ー
ル
.、(

0)

. 

. 

六

九

ご
|||:ー

)



〔第12表〕 選好函数パラメタ一の；規準化による比較

男 子
女

子

昭和 34 (1959) 昭和 36 (1961) 昭和 34 (1959) 昭和 36 (1961)
(A)

®12
®̂22
a2

C2
(ll

1.00000000 
.00184394 
,00000620 

48.31494000 
2410.48070000 
—41.04833500 

一1030.45890000

1 .00000000 
.00222131 
00000712 

36.29967300 
2219.44140000 
—29.93024100 

-9 6 4 .39900000

1.00000000 
' . 00470270 

-.00002172 
36.55550900 

1453.16350000 
-49 . 50484500 

-6 7 6 .14410000

1 .00000000 
.00494938 

- . 0000473Q 
16.73774000 

1006. 94060000 
-33 . 30057700 
- 3 . 07190000

(B) 2<in
®12

2«22

Cl
c2
ai

1.00000000 
.01165097 
.00016036 

146.32844000 
.6322.06700000 

一96. 66140300 
-9781. 69560000

1.00000000 
. 01077637 
. 00015196 

96. 23599500 
4340. 38920000 
-69.05352400 

-6599 .54880000

1 .00000000 
. 00565685 
. 00003746 

- 1 6 . 67863400 
-9 0 6 .54226000 

40. 58186100 
一199.13427000

1 .00000000 
;00622261 
.00007701 

12. 05502200 
一394.20470000 

18.89835500 
-9 4 2： 23164000

(C) 2fltn
®12

2(?22
a2
Ci
2̂
ai

1.00000000 
. 04762499 
. 00096916 

一1309.41960000 
-53045, 38600000 

948. 91304000 
65054.14200000

1 .00000000 
04736301 

一. 00085211 
766.28344000 

35557.38400000 
一594,69860000 

—42379.49900000

1 .00000000 
一. 00811221 
-.00016142 

177. 04246000 
3081.12580000 
-96 . 57943900 

-6274 .95210000

1 .00000000 
-.00805796 
-.00016929 

102.16811000 
1320.43470000 
-49.85735900 

-3325.74320000

〔第彳3表〕 符号の検討

言十抑】式の項 U 函 数 の 項 パラメター (ィ)
34年 (男 ) 36年 (男 ) 34年 (女 ) 36年 (女)

(ロ) (ロ) (ハ) (口) (ハ) ㈣ い)
L L2 2ftii//2au + + O + ' o + O + O

(Lw+Y) LY î2///2an 土 十 O + o + n + n
(A)

wY Y 2 2ct2j/2dii + 丁 O — X —— X X
w Y /%d\\ 十 + 〇 + O + o + 0N NL Ci / 2dn 土 + () + O + o + 0

-定

Nw t NY 2̂ / 2 a n 土 — O — O 一 o 0
数 M U a x / 2 a lx 一 一 〇 — 〇 —— 〇 - O
L L2 d\2 + 十 o + o +

+
n + 0

(Lw+Y) LY び12/ CL\2 + + o + o 0 + 0
(B)

wY
w

Y 2
Y

2^22/ 1̂2 
d2 /(h2

+ +
+

〇
X

十
+

〇
X

+ 〇
0

+
+

〇
XN NL /  d\2 土 + O + o — 0 D

定

Nw NY c2 / a X2 土 —— O — o + 0 D
数 項 L び1 / び12 — —

〇 — 〇 〇 〇

L L2 2(̂ 22 + + o ___, • X X X

(C)

{hw+Y)
wY

LY
Y 2

2/ 2(̂ 22 
^22/ 2g，22

土
+

+
+

〇

G
+
+

〇
O

+
+

〇
0

+
+

〇
n

w Y び2 / 2(122 + — X 一 X — X X
N NL Ci / 2{122 土 — o — O — 0 一 0

定

N_w NY C2 / 2(122 土 + o + O + n + n
_____：一

数 現 L fll / 2flt22 — + X + X + X + X

1
1
1
7
3
.
5
4
5
0

 

( 0.67) 

55. 5

CO2
6
3
0
#

 (13.99) 

.
1

.
(

：

I
00
9
9
2
6
S
.

 

1

0t(7.32)
.4172

001
9
1
.

:

**(7,79) 

6
9
7
9
05.57 

#( U
1
)

 

49734250. 

#( 

8
.S.

9973

ト* IOlH 00 00 P *f̂ OCO<X> HCO CO Ol CO O)p < lp < jp j-* p
o> o  CO to o  CO o> CO ̂  o  OlCO CO “  00 CO CO to

さ へ  
t * *  t  t
N N ✓-'N ■/•■-'N/•—-s /^N.

J—* 1-̂ * o  o o  ^

is s E g s g  b^ 、ノ V^x

卟猫泞疒冷儒緙4 ぎ ©
' —- ——■ >>

0 0  I CJI 
Ca> I ^
COOO t o  CO 
c n c o o > c n
Q> CO 0 0  O l 0 0
o  o> J - 1 JO  o  O l

O  CO CO o  o o
CO CO C O I-* t o
O  CO K-» Ca> CO

CO
g>  CO

* * * * t  *
^ /r̂ \  /»*~X
0>  CO »£̂ . CO o  t o» « 參 • 套  •I 1 CO —s5 0>  |~Lcn tsp ro tso to co

V     — ✓

W  * I
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I - 1 CJI i - *  c n  o  o  
^ o o > c n o o  
^ ^ o > c n o » f ^  
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c n  c o  c o  c o  
*  *  *  *  *  *  * * * * *
4 c j i  c n  t o  t o  <j >

bE3ESgSS52

.9971

<y> ai J
H-» CO <3 CO Kxjcocn
知  CO C O H  K-»H*» H to O OO O CO 00 ^  CoO Q> 00 Jpfc. J-O J-1

ai i-i i-» oo
H  iPw I—io g

m t t  1
e e e e  e s  • ♦. « • • •

.

.

9977

I
g i l o o4̂  <5 CO O O <J> CO CO00 <J 00 p p  f-1 CO
- o  o a  k i  o o o  o
o  c n  o  c o

c o  \ * -i 4̂ > c nI—* tOH CJIO A
" " 1 1

< o  c o  o o  c o  c o  c o
i * c n  c n  hr> c o  ^  >—* <z> CO'—  />   S ^，

.
9
9
6
00

1
76.77670 

**a6.31)
1
.
'
.

.

0

0*06624** 
へ 

5
S) 

1
2
9
4
8
.
3
9
4
0

 

( 0.90 

丨160255,5
5
:

 

**( 2.57) 

7173.9276 

t( 3..5S) 

—
35202. 300 . 

( 

s

.
9
900
1
.

-6194. 7190 

**( 2.90)
5
0
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2
5
2
9
2
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*
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丨190
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7
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*
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J
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1
5
9
0
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2
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8
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*
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I H
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o

o

l

u
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c
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2
9
9
6
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1
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4
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2
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1
2
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9
3
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2
4
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七
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ニ
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s
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跑
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曾
誰
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C
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S
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P
暴

固
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七
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i 

さ
れ
る
符
号
条
件
で
あ
る
。s

欄
は
計
測
さ
れ
た
係
数
の
符
号
で
あ
る
。
両
考
が
一
致
す
る
場
合
は
M
欄
に
〇
印
を
、

一
致
し
か
い
場
合
はX

印 

を
付
し
た
ノ
こ
れ
に
ょ
れ
ば
男
女
と
も
に
⑷
又
は
㈤

の
計
測
方
法
が
望
ま
し
い
結
果
を
示
し
て
い
る
ょ
ぅ
に
思
虹
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
八
章 

:の
最
終
的
な
仮
説
検
宠
の
段
階
で
確
認
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。：：
'

:

.
'.
-厂

'
ニ

^
^
^

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.
V 

- 

' 

• 

' 
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;
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•
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.
 

.
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、第

八

章

'
男
女
主
体
グ
ル 

' 丨
プ
..の
，労
働
供
給
ス
ヶ
ジ
ュー

ル

.'
 

■
 

■
 

,
 

.
 

.
- 

-

第

八
. 

一
®

男
女
別
労
働
供
給
：ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル
の
計
測

以
上
で
我
々
の
男
，
女

^
#
グ
ル
ー
プ
の
労
働
供
給
模
型
は
完
成
し
た
。
本
節
で
は
、
計
侧
さ
れ
た
。ハ
ラ
メ
タ
ー
を
用
い
て
各
主
体
の
労
働
供 

給
ス
ケ
ジ
ユ
I

.

ル

(

労
働
供
給
方
程
式)

：を
導
出
し
よ
ぅ
。
..
 

.

.,

i

主
体
の
自
家
農
業
労
働
時
間(

L
A
)

の
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル
は
第
二
均
衡
方
程
式
そ
の
も
の
で
あ
る
。
第
二
均
衡
方
程
式(

7
.
7
)

式

ま

た

は(

4 

.

00)

式
を
、
.
一
般
にL

a

に
つ
い
て
整
理
す
れ
ば(

00
二)
式
を
得
る
。

r

H

f
 

:
 

1

.
 

:
 

: 

.
 

•
 

こ
れ
、力
自
家
農
業
労
働
時
間(

L
A
)
.

の
ス
.ヶ
ジ
ュ
ー
ル
.■で
あ
る
。
 

.

非
自
家
農
業
雇
用
労
働
時
間
.(L

。)

の
.ス

ヶ

ジ

ュ

ー

ル

は

苎

均

衡

方

程

式

か

ら

導

か

れ

る

。

こ
の
.手
続
き
は
前
稿
第
五
ノ
一

 

節
に
詳
述
し
た 

の
で
こ
こ
で
は
#
略
す
る
。
非
自
家
農
業
雇
用
労
働(

L
。)

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は(

00
V
2)

式
で
示
さ
れ
る
。

.

+
2
a

§

+ (
c
2
N
+
a
2
)
w
+
c
l
N

-f-
a
I

労
働
供
給
主
体
は
こ
の
二
つ
の
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
っ
て
、
外
部
雇
用
賃
金
？

)

の
変
動
に
対
応
し
て
労
働
供
給
時
間
を
決
定
す
る
。
労
働
供 

給
主
体
が
こ
の
ニ
つ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
つ
て
労
働
供
給
行
動
を
す
る
時
、
主
体
が
稼
得
す
る
所
得
額(

Y
)

が
同
時
に
決
定
す
る
。
所

得(Y) 

の
ス
ケ
ジ
ュ
I
ル

は(
S
*

 3
)

式
で
示
さ
れ
る
。

(

T
3) 

Y
=

2all +

 2
a
l
2
w
+
2
a
2
2
^

+
2
a
l
l
(

ぎ

I
t

ド

M 
I 

.Dy 

•-
^

.
\

ft
•
ね

 y

ft

L 

.

.
+ (C2JN +

a
2
)
w

-fc
l
N
+
a
l

言

ftド

ノ  

う ^

I

ね

レ(

時
|1
«
\
年) 

- 

農
家
家
計
構
成
負
の
労
慟
供
給
ス
ヶ
ジ
ユ
ー
ル(

n)

5000
L a

AO 4000

次

3000

2000

十

こ
の
三
つ
の
ス
ヶ
ジ
ユ
' 丨
ル
は

非
常
に
複
雑
な
形
を
し
七
い
る
の 

で
、

W
の
変
化
に
対
す
る
反
応
を
直 

感
的
に
知
る
こ
と

'

が
困
難
で
あ
る
か 

ら
、
.実
験
的
に
N
、

の
値
を
与
え 

て
数
値
計
算
を
行
な
っ
た
結
果
を
図 

示
し
て
.お
こ
ぅ
。
昭
和
三
十
四
年
の 

計
測
結
果
の
中
か
ら
所
得
造
出
函
数

。
ハ
-
ラ
メ
タ
ー
、

or

お
よ
び
冷
の
値
と

,

七

三

，(

ニ
ニ
五)



(
/

し
て
衆
北
農
区
の
六
階
層
の
値
を
選
ん
で
用
い
る
。
選
好
函
数
パ
ラ
メ
タ
丨
は
、翦
の
吟
味
に
ょ
れ
ば
、〔

第
十
一
表〕

Q
g
、

的
の
い
ず
て
か 

:

令
使
用
す
る
の
が
上
い
で
.
あ

ろ

ぅ

。

こ

こ

、
で

は

実

験

的

に

(^

の
場
洽
を
選
ん
で
み
ょ
ぅ
。.
：：平
均
成
年
男
子
世
帯
人
員
純
.
お
ょ
び
平
均
女
子
成
年
#

 

•

人

員

は

讓

的

に

。
•
'

ち

认
に
麗
す
る
：。
こ
れ
等
の
係
数
を
用
い
て
、
外

P

屉
用
賃
金
率§

を
実
験
的
に
時
間
当
り
、
t

l

o

円

、

一
ー
〇
円
、

:

丄
ノ
〇
ド
と
変
化
さ
'
せ
ぬ
時
の
1-

。
お
ょ
び
^

の
反
^
を
数
値
計
算
し
た
結
果
を
図
示
す
る
と
男

子

主

体

グ

ル

ー

プ

で

は

〔

第

十

七

図

⑴ 

(2
)

v

女
子
主
体
グ
ル
|

プ

で

は〔

第
十
<

図
3

、(2
)

〕

：
の
ょ
ぅ
に
な
る
。
'

ン

，

■:
/

男
女
と
も
に
、
特
定
の
所
得
造
出
函
数
と
世
帯
人
員
の
も
と
で
外
部
賃
金
率
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
、
自
囊
屢
業
時
間
を
次
第
に
減
じ
て 

行
く
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
外
部
雇
用
賃
金
率
の
上
昇
に
つ
れ
て
次
第
に
非
か
家
農
業
雇
用
労
働
時
間
を
増
し
て
行
く
傾

向

が

み
ら
て
る
。

こ
4
ち
の
一
一
つ
の
ス
ヶ
シ
ュ
ー
ル
は
農
業
所
得
造
出
函
数
の
パ
ラ
メ
タ

I

に
ょ
っ

.

て
シ
フ
ト
す
る
こ
と
が
み
ら
れ
る
。
.同
じ
外
部
雇
用
賃
金
に

対
し
て
自
家
農
業
労
働
時
間 

.

は
,

大
規
模
農
家
程
大
き
く
、
 

，

自

家

農

業

労

働

！

^
間

は

低

規
 

模
農
家
ほ
ど
大
き
い
。

前
稿
の
農
業
粗
収
益
概
念
を 

用
い
た
計
測
で
は
、
r

r

共 

.

.に
ス
ヶ
'
シ
ュ
.

I

ル
が
右
下
り
に 

測
ら
れ
た
の
.

に
反
し
て
、.
農
業 

所
得
概
念
を
用
い
た
計
測
で

は
、
L O

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

右
上
り
に
測
ら
れ
た
こ
と
：は
大
き
な
相
違
で
あ
る
。
こ
の
相
違
が
生
じ
た
原
因
.は
所
得
造
出
函
数
、
'選
好
函
数
両
者
の
パ
ラ
：メ
タ
ー
の
推
定
方
法 

に
大
き
な
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
の
解
明
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
し
た
い
。

，

第

八

■
•
一
 1

節

仮

説

の

検

証

と

今

後

の

問

題

：

.

.. 

* . 

•

.こ
の
種
の
実
，証
^
:
^
1
^
'

で
は
仮
説
さ
れ
た
理
m
模
型
の
：妥
当
性
と
有
効
性
を
現
実
に
照
ら
し
て
テ
ス
卜
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。現
実
に
対 

す

る

テ

、
ス

ー

に

师

え

|#
'
た
理
論
模
型
ま
た
は
卸
論
模
型
の
ー
部
を
な
す
仮
説
の
み
が
法
則
性
と
し
て
残
る
。
そ
れ
故
で
き
る
限
り
、
.
理
論
模
型
を 

'構
成
す
る
幾
つ
か
の
仮
説
が
一
つ
.ず
つ
検
証
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
t

こ
：と

が

望

ま

し

い

。

現

実
I

ら
し
て
模
型
の
ど
の
部
分
を
修
正
す
て 

は
よ
し
力
ま
た
そ
の
修
正
の
驚
は
他
の
部
分
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
行
く
か
が
明
確
に
判
っ
て
い
れ
、ば
、
そ
れ
だ
け
研
究
の
効
率
は
高
い 

r
贫
ま
て
に
展
開
し
て
来
た
各
主
体
の
労
働
供
給
図
式
を
検
証
す
る
の
が
本
節
の
課
題
で
あ
る
。
%
し
選
好
函
数
の
。ハ
ラ
メ
グ
ー
を
、
現
実
に 

観
抑
さ
れ
る
外
部
廳
用
賃
金
率
を
用
い
て
計
測
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
' 我
々
の
理
論
仮
説
の
検
証
に
と
っ
セ
非
常
に
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
っ 

た

.
何
故
な
ら
は
そ
の
観
測
さ
れ
た
賃
金
率
を
用
い
て
：第
一
均
衡
点
、
第
二
均
衡
点
の
両
者
が
理
論
模
型
に
上
っ
て
ど
れ
だ
け
よ
く

追
跡
さ
れ 

た
力
を
犰
々
に
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
均
衡
点
.は
農
業
所
得
造
出
函
数
の
形
状
に
強
く
依
存
し
て
お

り

、

こ
.
の

点

に

つ

い
 

て
検
前
を
行
な
う
こ
と
は
農
業
所
得
造
出
函
数
の
特
定
化
と
計
测
の
妥
当
性
を
テ
ス
ト
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
第
一
均
衡
点
に
関
し
て
は
農
^
.
 

;7
*
用
^.
佤
の
ス
ヶ
シ
ュ
ー
ル
が
ど
れ
ほ
'と
^
実
を
説
明
す
る
力
が
あ
る
か
と
い
う
形
で
テ
ス
ト
を
行
な
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
テ
ス
ト
は
結
局
、
 

選
好
函
数
の
.特
定
化
と
削
測
の
妥
当
性
を
テ
ス
ト
す
る
こ
と
に
な
る
.の
だ
が
、.
実
.は
選
好
函
数
の
。ハ
ラ
メ
タ
ー
は
、
我
々
の
計
測
で
は
外
部
雇
用 

負
金
率
の
観
抑
値
を
用
い
な
い
で
、
第
二
均
衡
点
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
理
論
賃
金
率
を
用
い
て
.い
る
の
で
、
農
業
所
得
造
出
函
数
の
形
状
に
大 

き
く
^
祥
し
て
し
る
従
っ
て
：
農
外
雇
J
労
働
の
ス
ヶ
ジ
ュ
I
ル
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
は
選
好
函
■

け
で
な
く
、
農
業
所
得
造
隞
函
数
の
チ 

エ
ッ
ク
を
も
含
ん
.で
し
ま
つ
て
.い
る
と
.い
う
難
点
が
あ
る
。
.

.

.

'

'
:、
：
■:
.ハ

農

家

家

計

構

寶

，の

労

働

敗

給

ス

ゲ

ぞ

.

.
丨

だ

 

七
.五7 (

ニ
：
ー
'
3
.



理 値

(A)によるY  (B)によるY  (C)によるY

観 測 値 

Y

東

北

n
m

IV
y

VI

北

陸

n
m
N
v
VI

山

陰

n
冚

IV
v
VI

北

関

東

南

関

東

n
m
w
v
VI

東

海

I
n
ra

IV
v
VI

15937
95581

354618
691434
983174

1814972

41586
81008

305334
700894
996632

1371422

34905
155360
386027
664861

1062273
1997960

I 47739 117243
n 131825 198426
m 388173 411635
IV 664841 624242
V 1021254 886008
VI 1497009 ■ 1180408

20140
101163
372985
739519
964626

1574135

53962
157925
503054
835399

1287280
2041750

111144
171833
377330
625078
817954

1265546

130071
163811
344956
629360
830231

1052086

144330 
/ 273603 

611812 
1297222 
2566316 

-2031970

111028
217714
410586
679538
898764

1430323

110018
184654
397181
676234
834981

1207965

137636
229466
493342
733318
978897

1501662

170335
236750
511508

1453096
3023541

25765622

185513
347114
619597

1298340
2228329
3957024

211434
304686
631540

1105845
1846037
6164445

160522
241483
626884

1285697
1848313

65223095

212674 
304493 
846965 

1691941 
-11703084 
一4620174

305727
345798
303929
377297
431567
469615

〔第 14表 （1)〕 農家総所得（理論値と観測値）昭和34年

農

家

規

模

農
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'

要
す
る
に
、'
外
部
雇
用
賃
金
率
の
観
測
デ
ー
.

タ
ー
.
が
得
ら
れ
な
.
い
と
'

い
ぅ
こ
'

と
が
、

モ
デ
•

ル
.
の
検
I

を
不
精
甯
な
も
の
に
し
て
し
i

っ
て
い 

.

る
。
:

そ
れ
だ
，け
で
は
：な
く
，
外
部
雇
用
賃
金
率
が
ァ
ヴ
ヱ
ィ
ラ
ブ
ル
で
な
い
以
上
、.
自
家
農
業
労
働
時
間
.

e

)

、
お
ょ
び
非
自
家
農
業
雇
用
労
働 

時
間
：(

4

)

: '

の
両
者
め
.

ス

ヶ

ジュ
ー
ル

に

つ

い

て

、

別
々
に
.理
論
値
を
算
出
し
て
観
測
値
ど
比
較
す
る
と
い
ぅ

」

手
続
き
を
：踏
む
こ
と
は
で
き
な 

い
。
ま
た
、仮
り
に
第
二
均
衡
点
：に
よ
つ
て
与
ぇ
ら
れ
る
理
論
的
賃
金
率
に
ょ
っ
'

て
、

.

(

C O.
3

)
：

式
を
用
い
て
各
主
体
の
■理
論
的
所
得
稼
得
額
を
算

M

区

農
家
規
模

理 論 値 観 測 値

(A)による〒 (B)によるY (c)によるY Y

I 26177 117389 181515 349392
.近 n 150096 218025 323039 386481

m 456555 445684 951184 363860
IV 937114 784429 4534256 419195

畿 V 1355394 1016871 -2862653 556630
•.' > vr 2320302 1511860 -669360 666742

i 81199 155713 221559 278611
m n 200311 ,263659 350274 302429

戸
in 505781 .504398 797793 312662
N 879415 774695 1682165 381557

内 V 1335073 1073582 7926646 489552
VI 1824022 1304362 -1738842 602488

北
I 58996 138801 160420 221867
n 148806 214058 300415 271288

九
in 369335 401651 567506 269797
IV 694541 656407 1066645 346729

州 . V 979452 867220  ̂ 1609396 398756
VI 1299758 1086556 2625498 562856

I 53244 130060 112788 138491
南 n 183236 242639 280446 171125

ra 366811 403525 ■ 529577 215516
w 627733 606492 944232 288478

海 v  . 1021270 893876 1939684 375820
VI 1108071 949953 2055000 444529

出
し
た
と
し
て
も
、「

農
家
経
済
調
，查
報 

告」

で
は
主
体
別
の
：所
得

額

の

デ

ー

タ

ー 

は
得
ら
れ
な
い
。「
農
家
経
済
調
査
報
告」 

で
は
、
家
計
全
体
と
し
て
の
所
得
額
が
知 

ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

■

結
局
、
我
々
に
残
さ
れ
て
い
る
唯
一
の 

.

検
証
方
法
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
、

,
第

二

均

衡

点

で

.与

え

ら

れ

る

理

論

的

外

部 

雇
用
賃
金
率(

第
十
表)

を

用

い

て(
S
.

3

 )

式
に
よ
っ
て
各
主
体
の
理
論
的
総
所 

得
額
を
算
出
し
、
こ
れ
ら
を
合
算
し
て
家 

計
全
体
と
し
て
の
理
論
盼
総
所
得
を
算
出 

、す

る

。.
こ

れ

を「

農
家
経
済
調
査」

で
観 

ら
れ
る
総
所
得
額
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
仮
説
全
体
と
し
て
の
有
効
性
の
検
証
と
す
る
方
法
で
あ
る
°
こ
の
検
証
方
法
は
、
前
に
吟
味
し
た
よ
ぅ
に
模
型
を
構
成
す
る
全
て
の
仮
説
と 

そ
れ
に
基
づ
く
全
て
の
パ
ラ
メ
タ
ー
の
計
測
が
：「

綜
合
的
.に
検
証
さ
れ
る
と
い
ぅ
意
味
を
持
つ
か
ら
、
.全
体
と
し
て
は
非
常
に
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク 

で
あ
る
。
と
同
時
に
、'
 

理

論

模

型

に

含

ま

れ

る

'一
づ
■，
一
 

つ
.の
仮
説
に
と
づ
て
は
か
な
り
ル
1
X

な
チ
ヱ
ッ
ク
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の 

段
階
で
は
こ
れ
が
可
能
な
唯
一
の
チ
ヱ
ッ
ク
で
あ
る
。

第14表(1)のつづき

農
家
家
計
構
成
員
の
労
働
供
給
ス
ヶ
ジ
ユ
ー
少
c
n) 

七

七

(

ニ
ニ
九)



4表(2)のつづき:

t

第
十
四
表
⑴
、⑵〕

に
は
こ
れ
ら
三
通
り 

の
数
値
を
全
府
県
十
農
區
各
六
階
層
の
平 

均
農
家
に
つ
い
て
あ
げ
て
お
い
た
。
ま
た 

こ
の
数
値
か
ら
、
理
論
的
農
家
所
得
と
観 

測
値
と
の
相
関
を
求
め
て
i

十
五
表〕

に 

示
し
て
お
い
た
。
計
測
方
法
(0
)
の
場
合
は 

.き

わ

め

て

不

良

な

結

果

が

屮

，

;;
;
.
、
い

る

こ

と
 

が
わ
か
る
と
思
う
。
.こ
の
こ
と
は
第

七

•
 

三

節

で〔

第
十
三
表〕

に
よ
る
選
好
函
数 

パ
..

ラ

メ

タ

ー

の

吟

味

の

結

果

、：

(A
)

®

一
一
 

つ 

の
計
測
'に
較
べ
て(0
)

の
計
測
結
果
が
著
し 

V

好

ま

し

か

ら

ぬ

.結

果

を

示

し

て

い

た

こ
.
 

と
ど
斉
合
的
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
間 

接
的
な
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
っ
て
選
好
函
数
の

計
測
方
法
が
：チ
ェ
ッ
グ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
：

.
: 

■

け
れ
ど
も
、
既
に
述
べ
た
よ
.う
に
こ
の
チ
ヱ
ッ
：ク
.は
そ
れ
以
外
に
も
多
く
の
チ
ェ
ッ
ク
の
意
味
を
含
ん
.で
い
る
？
.〔

第
十
四
表
(1
)
、
2〕

を
象 

:

徴
的
に
図
示
ず
れ
ば
、
農
家
所
得
の
理
論
値
|(^
と
観
測
値
£
と
ほ
.〔

第
十
九
図〕

0;
よ
う
な
ス
.キ
ャ
タ
：1
を
.な
し
て
い
る
。

■

各
農
区
と
も
シ
ス
テ
マ
テ
イ
ッ
ク
に
、低
規
模
農
家
は
ア
ン
ダ
ー
工
ス
テ
イ
メ
イ
ト
、大
規
模
農
家
は
オ
ー
バ
ー
エ
ス
テ
イ
メ

イ

ト

と

な
っ
て
い 

燠
家
家
計
借
成
员
の
労
働
供
給
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル(

打) 

七

九

(

ニ
三一

)

農

区

農
家
規
模

理 論 値 観 測 値

(A)による"7 (B)による'7 (C)によるY Y

近

畿

I
n
ra

IV
V
VI

4339
124523
364075
763298

1207963
1726932

97662
203276
390503
685666
957440

1250340

. 144343 
260186 
601919 

1628704 
' 12545219 

2395765

428659
411508
448125
510196
658029
830910

瀬

戸

内

i
n
ra

N
V
VI

42833
137591
389336
673094

1136899
1662437

124670
214539
421707
642733
956211

1191206

141634 
255591 
546254 
934342 

2421639 
一3126396

366950
394734
376446
447026
567947
710407

北

九

州

i

IV
V
VI

29794 
’ 97632 

286897 
584909 
763470 

1068497

105949 
170452 

• 336385 
583830 
718464 
936357

132021
243116
407918
749292

1044708
1748304

316679
345923
308568
385842
448438
600901

南

海

I
n
m
IV
V
VI

.；46137 
146036 
286682 
503990 
679056 

1013660

120082
208990
335760
517819
650638
967720

54760
200077
367502
622083
940298

1503568

162638
213848
251148
322078
364533
555949

' 〔第丨4 表⑵〕 農家総所得（迎論値と観_ 値）昭和36年

農 .
農
家
規
楔

理 5A.ilnQ 観 測 侦

(A)による'? (B)によるY (c)による7 Y

I -5859 ' 9 5 6 0 4 139246 329705
束 n 65993 158509 205425 336920

in 275142 329140 426269 336240
IV 513010 512272 757366 401301

北
V 718814 665019 1103556 485480
VI 1260552 1011417 4204841 692039

i 9323 105748 118279 368454
北 n 62164 159280 194687 379485

m 246002 305218 391096 387907
N 566061 543744 920621 468285

陸 V 858112 737424 2071863 586506
VI 1137246 932461 2655419 754834

I 24027 116397 138329 273290
山 n 145094 214949 308295 384154

m 359433 394308 519664 318347
w 617773 600327 882366 373757

:陰 V 956324 834607 1655727 528216
VI ノ 1232582 993273 4921877 622036

I 54173 125982 201116 290841
北 n 128700 201700 254844 352734

関
m 367850 400819 544582 379803
w 627212 601965 937606 438333

苽
V 983221 ：.856482 1848390 543838
VI 1409491 1142416 3189831 686635

i 3734 104552 126596 359186
南 n 56890 V156986 166642 460757

m 323952 ^365571 494563 403052
w 640705 '610362 991689 455040
V 854630 769300 1381182 543269
VI 1340441 1090235 3242487 713044

i 49490 142109 198359 399523
東 n 115949 203832 238224 403254

in 38502? 415710 570114 386200
IV 762817 693717 1263407 476455

海 V 1058014 861551 3764441 601989
VI 1342784 979175 一3359071 617137

〔

歌
十
四
表
⑴
、
⑵〕

は
、
こ
、の
ょ
ぅ
な
方
針
に
鉴
い
て
算
出
さ
れ
た
農
家
総
所
得
と「

農
家
経
済
調
査」

で
観
察
さ
れ
る
農
家
総
所
得
を
昭
和 

三
十
四
、
三
十
六
の
両
年
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
我
々
の
計
測
で
は
第
七•

三
節
に
お
い
て
嚴
好
函
数
の
パ
ラ
メ
タ
ー
を
計
測
す
る
際 

に(7 

•13
)
，
(
7
.
1
4)

，
(7 

二5
)

の
三
通
り
の
計
測
式
を
用
い
た
。
そ
の
結
果
は〔

第
十
一
表〕

に
そ
れ
ぞ
れ
3
、
(6
)
、
(0
)

と
し
て
ー
不
し
た
通
り
で 

あ
る
。
従
っ
て
、

こ
の
三
通
り
の
补
測
結
果
の
い
ず
れ
を
用
い
る
か
に
ょ
っ
て
理
論
的
農
家
所
得
も
2
:、
：§:、
(0
)

の
ー
ー
ー
通
り
の
数
値
が
得
ら
れ
る
。



〔第丨5 表〕 農家総所得•理論値と親測値の相関
------------------— -------------    — --------- ------------------；_ • ■ - ' ' , . . ノ ' . .  I

L —計測法 回掃係数（t 値)
. • 1 • '. i ：.-

定 数 須 （t 値） 相 関 係 数

九 (A) 0 .1806 (14.18) • 251773 ( 0.73) 0.8810
五
~}\

㈤ 0. 2625 (13. 30) 218645 ( 0.70) ' 0.8678
(C) 0.0039 ( 2.30) 367839 ( 0.40) 0.2892

九
(A) 0.2609 (14,80) 304676 ( 0.88) 0 .8892

ハ ㈤ 0.3585 (13.60) 263243 ( 0.86) 0.8725
年

(C) 0,0231 ( 2.74) 426465 ( 0.44) 0.3387

45。線 

Y = Y)

y

>-

(T.
J
う

n
、ン
ス

テ
マ

テ

第 1 9 図:

t

%
碧
差
([：

$
A
0：

•Y

-
 
'モ
デ
ル
ガ
何
か
特
矩
の
依
正
さ
る
ベ
き
点
を
含
ん
で
い
るこ
と
を

示
唆
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
チ
エ
ッ
ク
の
.方

式

で

は

.、

そ
れ
が
ど
の
点
で
あ
る
か
は
一
義
的
に
は
わ
か
ら
な
い
。

，
最
後
に
、
こ
の
研
究
で
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
検
討

し
よ
う
。
以
上
に
詳
述
し
た
通
り
基
本
的
に
は
前
稿
と
本
稿
で
^

開

し

, ^
理
論
模
型
に
つ
い
て
更
に
詳
し
い
仮
説
検
定
を
行
な
っ
て

模
型
の
改
良
を
は
か
る
わ
け
で
あ
る
が
、
、
そ
の
為
に
は
結
局
何
等

か
の
方
法
で
外
部
雇
用
賃
金
率
の
観
測
デー

タ
ー
が
是
非
と
も
必 

'要
と
な
る
こ
と
は
只
今
検
討
し
た
通
り
で
あ
る
。

.次
に
、
農

業(

粗
収
益)
生
産
函
数
を
基
礎
と
し
た前
稿
の
分
析
で
は
右
下
り
に測
ら
れ
た
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
レ 

が
.
農

業(

所
得)

：-生
産
函
数
を
基
礎
と
し
た
計
測
で
は
、

右
上
り
に
測
，ら
れ
た
の
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る 

も
の
で
あ
る
か
を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
分
析
に
用
い
て
来
た
理
論
図
式
か
ら
第
六
ニ
ー
節
に
述
べ
た
よ
う
な
、
よ
り
一
般
的
な
理
論
図 

式
へ
と
模
里
の
改
善
を
試
み
る
と
と
が
同
時
に
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
、
。：

次
の
分
析
の
.も

う
一
つ
の
課
題
は
、
男

•
女
別
グ
ル
I
プ
を
主
体
グ
ル
I
プ
と
し
て
と
ら
え
る
こ
れ
ま
で
の 

么
仄
か
ら
更
に
進
ん
で
性

別
.
年
齢
別
グ

ル

ー
プ
を
主
体
グ
ル
ー
プ
と
す
る
と
ら
え
方
が
ど
れ
程
有

効

で

あ
 

る

力

を

経

験

的

に

確

認

し

で

行

く
.こ
と
で
あ

る

。
こ
の
場
合
に
も

、
主

体

の

行

動

が

相

互

に

依

存

的

で

ぁ

る

，ハ

否

力

を

チ

H

ッ

ク

す

る

こ

と

が

で

き

る

ょ

I

仮

説

模

型

を

用

意

す

る

必

要

が

t

と

考

え

る

。

.(
完)

. 

• 

•

あ

と

が

き

： 

、

は
見
n

T

f

収
集
作
業
、
再
，

作
業
、
.お
ょ
び
太
規
模
な
計
算
作
業
を
必
要
と
し
た
。
.そ
れ
ば
個
会
労
力
と
資
金
1

ち
t

に
生
産
函
数
の
計
測
だ
け
を
と
つ
て
み
て
も
、
十
八
元
の

I

I

回
帰
方
程
式
を
解 

計
算
室

T

S

5

'

vr
る
こ
れ
ま
て
の
研
デ
作
業
は
産
業
研
究
所
の
物
価
賃
金
に
関
す
る綜
合
プ
ロ
ジ
-
タ
ト

ま
た
、
こ
.

4

恵
一
郎
助
教
授
、
西
川
俊
作
助
教
授
、
靈

ー

.

攀
計
算
室

I

登
紀
子
、
小

裳

子

の

懸
I

い
た

.

I

頂

い

た

：

^

ら

卩

纏

に

は

、

三

田

-

- 

.

.

. 

.

.

.

. 

•

農
家
家
計
構
成
員
の
労
勘
供
铪
ス
ヶ
ジ
ュ
I
ル

3

'

こ

'
 

八1
(

ニ
：三
三>.


